
Ⅲ 栃木県総合教育センターの取り組み 

３. 「情報ボランティア養成研修」の開催 

(１）ねらい 

県内で開催される、初心者向けパソコン関係の講習会における講習のサポートや、パソコン相談のできる情報ボランティアの

養成を目的とする。 

（２）受講対象 

パソコンの技術をもった人が対象 

 ・ＩＴ講習会におけるボランティア経験者 

 ・県内ボランティアセンター登録者 

 ・パソコン関係ボランティア活動希望者 

 ・教職員 

 ・専門専修学校生、大学短期大学生 

 ・県、市町村社会教育関係職員等 

（３）研修のポイント 

 ボランティアの実践活動に結びつくように、研修内容を講義形式中心ではなく、参加体験・演習を中心としたプログラムを

組む。 

①講座の企画から実践まで研修中に体験 

単に、パソコンの研修のサポートをするボランティアをめざすのではなく、パソコン 研修の企画段階から参画できるボラン

ティアをめざす。 

 「情報ボランティア養成研修」のプログラム中の演習は４～６人程度のグループ毎にパソコン初心者対象の講座の企画から

実践まで行う。その中で、体験的にテキストの準備、受講者とのコミュニケーションと取り方、説明の仕方、メイン講師とサ

ポート講師の連携の取り方などを学んでいく。 

  



②地域を考慮したグループ編成 

県内各地からの「情報ボランティア養成研修」受講者が、研修中からお互いに情報交換を行い、研修修了後のネットワーク形

成と、できるだけ団体（グループ）で継続的な地域活動ができるよう、地域に考慮したグループ編成を心がける。 

（資料４）「平成１５年度 情報ボランティア養成研修プロ

グラム」 

 

 

（資料５）「平成１５年度 情報ボランティア養成研修」グル

ープ演習（実践例１） 

 栃木県視聴覚教育連盟主催の「とちぎ教育の日」生涯学習

フェスティバル「集まれ！メディアの仲間たち《入門編》の５

種類の演習のうち４種類が、「情報ボランティア養成研修」の

グループ演習の実践活動。 

 

【情報ボランティア養成研修 グループ演習 実践活動１ 風景】 

講座名 

「身分証明カードを作ろう 

（ワードを使って）」 

講座名 

「パソコン操作の基礎を復習しよう 

（インターネットを使って）」 

 講座名 

「写真付きカレンダーを作ろう 

（エクセルを使って）」 

   

  



講座名 

「自分だけのマグカップを作ろう 

（ワードを使ってシール作り）」 

完成したのマグカップ   

  

  

（資料５）「平成１５年度 情報ボランティア養成研修」グループ演習（実践例２） 

 

 壬生町と石橋町のグループは、日頃活動している壬生町生涯学習館のパソコン室を会場

に、「親子で名刺を作ろう」という講座を平成１５年１１月１６日（日）に開催した。 

 会場の借用や、受講者募集記事を町の広報紙に掲載してもらうことなどから、テキスト

や当日使う画像の準備、そして当日の講座運営のすべてを情報ボランティア養成研修受講

者がグループ演習の実践として行った。 

 


